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小倉会長・石田幹事 

秋葉ガバナー補佐、本日はお忙しい所 

お越し頂きありがとうございました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
                         

小倉 光夫 会⾧ 
 

みなさん こんにちは。 
先週は所要の為欠席しました。 
小高エレクト・石田幹事・高山副幹事ありがとうござい
ました。 

本日は秋葉ガバナー補佐にお越しいただいております。
補佐訪問、ガバナー訪問の時はコロナ禍であり、通常の
会場が使用できない中、調整にお骨折り頂きありがとう

ございました。また、１年間、会⾧幹事会等を通してご指導いただき感謝しており
ます。 

さて、CLP（クラブリーダーシッププラン）の⾧期計画の立案と年次目標の設定
のため、皆様にクラブ満足度調査やアンケートを数回実施させていただきました。 
⾧期計画の案は来週のクラブ協議会にて決定したいと思います。 
また、年次目標は⾧期計画の達成に必要なその年の目標となりますので、次年度会
⾧にお願いしたいと思います。 

最後になりますが、ホームページリニューアルに関する件です。 
FAX にて皆様のお手元に届いているかと思います。会員の事業所へのリンクを希望
しない方はご連絡をお願いいたします。 
本日と来週は例会開始を１２時とさせて頂いております。 
出席のご協力をお願い致します 
                                       
 
 
 

財団、米山へのご協力ありがとうございます。 
成田空港南ロータリークラブ会員の冨さんの記事が 
4 月 22 日の千葉日報に掲載されていました。 
冨さんは、地区の米山でも頑張っていますしＣO2 削減、
SDGs と環境に取り組みビジネスでも頑張っています。
横芝光町の工場に留まらず、日本中、海外で飛躍できる
ような仕事だと思いました。 

脱プラスチックは世界中の問題ですから冨さんは良い所に目をつけたと思いました。 
事業の話になりますが、事業継続は難しいという事です。 
40 年、50 年、100 年続くのはこの変化の大きい時代には大変な事です。 
常に情報を取り、こなし、動く。この繰り返しだと思います。 
このコロナ禍で金融庁の対策が変わりました。3 月末までの銀行の更新と 4 月 1 日
からとでは全く違います。コロナ禍で廃業、事業再生で金融庁が骨太方針でがらり
と変わりました。コロナ関連の特別融資の返済期間を 10 年から 15 年延⾧し、元金
据置き期間を 2 年から 5 年に延⾧と変更されましたので、皆様頭に入れておいて下
さい。コロナは日本全国を巻き込んだという事になります。 
クラブに入っているメンバーは、仕事も一生懸命やる、ロータリー活動も一生懸命
やる。両方でなければいけません。 
1 年間至らない事ばかりでしたが、ご協力いただきありがとうございました。 

例会日 6 月 15 日 6 月 1 日 

会員数 30 30 

出 席 18 20 

欠 席 12 10 

ＭＵ 0 1 

免 除 5 3 

出席率 76.67 80.00 
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会長挨拶 

第 7 グループ ガバナー補佐 秋葉 芳秀 様 任期終了ご挨拶   



 
 
 
 

 

日 時：2022 年 6 月 18 日（土） 

会 場：ホテル ザ・マンハッタン 

千葉市美浜区ひび野 2-10-1 

出席者：石田幹事・髙山副幹事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
メルビン ディ シルワー 様  

大網ロータリークラブの会⾧様はじめ会員の皆様、こ
んにちは。 

先ほどご紹介いただいたメルビンと申します。  よ
ろしくお願い申し上げます。本日は、大網ロータリー
クラブにて卓話をする為に機会を作って下さった、会
⾧様と四之宮お父様には、心から感謝申し上げます。 

私の妻は２０１３年まで米山奨学金をいただき千葉大学人文社会科学研究科にて研
究をしておりました。千葉大学を卒業して言語学博士を取得し、その後日本語教師
として日本語学校で教えておりました。その間、山武市役所に採用され、皆様のお
かげで山武市の市民自治支援課に勤めております。              
日本のロータリアンの皆様の寄付金のおかげで妻は博士課程で研究し、博士号を取
得することができました。この場をお借りしてロータリアンの皆様にはお礼申し上
げます。                                   

妻が米山奨学生になったころから今まで、ロータリアンとご一緒に様々な活動をす
ることが出来て大変うれしく思っております。スリランカの子供たちにも毎年ロー
タリアンから様々なご支援をいただいております。本日は、スリランカの現在の現
状について話をするために大網ロータリークラブの例会に参りました。     
現在の現状について話をする前に大網ロータリークラブの里親さんの皆様には感謝
しなければなりません。 

大網ロータリークラブの皆様のおかげでスリランカの大勢の里子たちに毎年教育ご
支援をいただいております。大網ロータリークラブの里親さんからスリランカの子
供たちのために様々なご支援をいただいております。クラブの皆様からスリランカ
の 50 軒ぐらいの家族の人達に食糧支援をいただいております。里親さんのご支援の
おかげで大勢の人達は三食が食べられます。                 
大網ロータリークラブと出会ったことは私達の人生で宝だと思っています。   
大網ロータリークラブは大変素晴らしいです。なぜかと言うとスリランカの大勢の
子供たちのためにご支援して下さる里親が大勢いらっしゃるからです。スリランカ
にいらっしゃった里親さんもいますが、スリランカにまだいらっしゃれない里親さ
んもおられますので、今まで大網ロータリークラブからいただいている様々なご支
援について少し話をさせていただきます。 

まず、里親さんになって下さり、貧しい家庭の優秀な子供たちの教育支援をして下
さっていることです。現在、パソコン技術エンジニア学部、教育学部、商学専門で
勉強している子供たちはご支援をいただきながら勉強をしております。里親さんの
ご支援をいただて、大学の教授や学校の先生になった卒業生もいます。 

それから、目が見えない里子に対して、⾧い間、関谷お父さんから病院に通うため
の支援と栄養のある食糧を買うための寄付金をいただいており、その里子は毎月関
谷お父さんのおかげで、眼科に通っていました。⾧い間眼科に通院した里子は目が
見えるようになり、現在高校の試験を受けて結果待ちです。 

スリランカの現在の現状について話をさせてい
ただきます。 今現在スリランカの市民のために
ライフラインであるガスや電気、ガソリンなどは
不十分な状態であります。食べ物やお薬なども売
ってない状況です。国民は大変苦労して生活をし
ております。詳しく申し上げると、スリランカは
現在経済的に世界中どこの国よりも一番困って
いる国になっております。 

佐倉中央ロータリークラブ 

創立 25 周年記念式典・祝賀会 

卓   話 



新型コロナの感染 影響が世界的に広がり、世界の経済にかなり大きな影響を与えております
が、スリランカの経済はコロナの影響だけではなく、スリランカの政治そのものにも大きな問
題があります。中国から借りた多額のお金は、もともとスリランカへの自立支援ではなく、借
金返済を迫る中国の対応に苦労しています。 

もう一つですが、新型コロナ感染の影響でスリランカ全国の学校が 2 年ほど休校になっていま
したが、今年の 1 月からやっとスリランカの学校の授業が再開しました。しかし、今年の状況
で、まだ学校が始まらない状況で子供たちは大変困っています。それから、スリランカは新型
コロナの影響で学校の授業はオンラインで行われることになっています。子供たちはオンラン
で授業が出来る環境ではありませんが、学校で授業を受けられない状況の為、出来るだけオン
ラインで授業を受けています。 

３ヶ月以上スリランカ国民が大統領宅の前や国会議事堂の前、コロンボ首都の所々で政府に反
対し、デモまたはストライキを行っているところです。 
中国から借りたお金を国の新たな技術のために使えたら良いことですが、そのお金は無駄な空
港や港などに使い、今たくさんの問題を引き起こしています。 
スリランカの教育も非常に心配しているところですが、ガソリンが無い状況で電車やバスが走
れないので学校や大学に行けない状況になっております。人々の日常生活に大きな影響を与え
ています。 
今は料理を作るためのガスも全くない状況です。 

ガスを買いに行くと⾧い列で何日間も並んでいてもガスが買えない状況だそうです。    
また、ガソリンも⾧い列に並び順番を待ってから買うことになるそうです。スリランカの停電
は、一日約 13 時間ぐらいです。病院の救急病室や ICU などで患者さんが大変困っている状況
だそうです。どこをみても不安な状況が続いています。交通の不安、停電などの影響で子供達
は学校に行く交通手段がなくなっており、大学生が政府に反対してストライキを行っておりま
す。 
政府への不信感から 2 カ月以上国民が非常に心配して、大統領宅の前や国会議事堂の前でスト
ライキが行われています。全国の人々は各州からコロンボ首都に来て、ストライキに参加して
います。 
⾧い時間の停電、三食食べられない、ガスがない状況、ガソリンが無いことから国民の皆は 
大変苦労しています。お金があっても食料が買えずに困っています。この状況がいつまで続く
のか問題になっています。 
スリランカの国民が困っていても政府からは何も支援がありません。このような状況で、海外
に在住しているスリランカ人がそれぞれの国で、自分たちのお母さんお父さん、兄弟姉妹、親
戚、友達のことを思い、政府に反対しデモを行っているそうです。 
板倉お父さんがスリランカの現在の状況が分かるような写真を作って持って来て下さいまし
た。お父さん、本当にありがとうございます。                     
写真をご覧になったらお分かりになると思いますが、スリランカの現在の状況にについてご覧
になって下さい。                                  
また、日本に滞在しているスリランカ人は、母国の状況について心配し、国民が苦労している
ことに対して大統領と政府に反対してデモを行いました。東京、渋谷、茨城県、千葉県、愛知
県などでスリランカ人が皆集まって政府に反対しデモを行いました。山武市も現在スリランカ
人の数がどんどん増えて来ています。転入して来ている人達も多く、先日は、芝山の平和講演



にて約 500 人以上のスリランカ人が公園に集結して大きなデモを行いました。子供から大人ま
で集まりました。参加者が山武市、成田市、芝山市、八街市、冨里市、東金市、千葉市、佐倉
市に在住している人達でした。 
大網ロータリークラブからは、様々なご支援をいただいているのでス、ご心配をお掛け致して
います。このような状況ですが、スリランカ人は国の平和や公民の幸せのために頑張らなけれ
ばなりません。 
上記で申し上げたように大網ロータリークラブから沢山のご支援をいただいております。   
皆様には心より感謝申し上げます。これからもよろしくお願い申し上げます。        
大網ロータリークラブの益々の発展を心より願っております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６/２１(火) 開催 茂原中央 RC 最終例会ゴルフコンペ 


